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大切な命を守るために
―知っておきたい脳卒中の前兆とACT-FAST―

宮崎県立宮崎病院

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 清 博美

脳卒中は、予期せぬ瞬間に突然発症し、重い後遺症が残ったり、命にかかわることもある病気です。
しかし、実は脳は発症する前に「小さな警告サイン」を送っていることがあります。 正しい知識を持
ち、そのサインを見逃さずに適切に対応することで、命やその後の生活を守ることができます。

【重要】夏場は特に注意！脳卒中予防と水分補給
暑い季節は脱水症状になりやすく、血液がドロドロになり血栓ができやすいため、脳梗塞のリスクが
非常に高まります。脳卒中を予防するためにも下記の3つが大事になってきます。

・こまめな水分補給：喉が渇く前、特に「寝る前」と「起きた直後」にコップ１杯以上の水分補給を！

・室内環境の調整：エアコンを適切に使用し、涼しい環境を保ちましょう

・無理をしない：炎天下の外出は避け、体調がすぐれない時はすぐに休息をとりましょう

【超重要】「すぐに治ったから大丈夫」は一番危険！！

脳卒中には『一過性脳虚血発作（TIA）』という重大な警告サインがあります。これは、脳の血流
が一時的に滞ることで、顔のゆがみや腕の脱力などが起こり、数分～24時間以内に消えてしまう現
象です。『症状が消えたから大丈夫』と放置するのは大変危険です。これは「数日以内に大きな脳梗

塞がくるぞ」という脳からの緊急通報です。症状が消えてもすぐに専門医を受診してください。

脳卒中のサインを見逃さない『ACT-FAST』
*以下の項目で１つでも当てはまったら、迷わず119番通報をしてください。
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